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私たちが心しなければならないことは・・・

フィリピの信徒への手紙4：7
そうすれば、あらゆる人知を超える（passeth all understanding）神の平和が、あな
たがたの心と考えとをキリスト・イエスによって守るでしょう。
＝そうすれば、人間の理解をはるかに超えた、すばらしい神の平安を経験します。キリス
ト・イエスにあって、その平安はあなたがたの心と思いを静め、安らかにしてくれるのです
（LB)。

人は、人知を超えた喜びと愛と不変の知恵（＝キリストの愛）が存在することを知って、クリスチャンの望みと
目的、そして地上でのクリスチャン教育が目指している天に行く準備がどんなものかを理解します。この教育
を守り行い、他人にも勧めると同時に必要な手助けを与えることがクリスチャン生活の目的となるべきです。 

（次世代につなぐ信仰 第２章 私たちの学校の目的 教育者としての聖書より）

ヨハネによる福音書13：7
イエスは答えて、「わたしのしていることは、今あなたには分かるまいが、後で、分かるよ
うになる」と言われた。
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真理≡イエス・キリスト



➢イエスの死→墓に葬られる →復活する→マグダラのマリアに現れる＝ヨハネ20：11～18  参考：キリストの復活 生き残る人々 第30章

墓の中を見ていたマリヤ（→マグダラのマリア）が振り返ると（→後ろを振り向くと＝ヨハネ20：14）、イエスが近くに立っておられるのが見えた（→復
活）が、しかしマリヤにはそれがイエスであるとはわからなかった。イエスは、彼女がなぜ泣いているのか、まただれをさがしているのかと、優しくおたず
ねになった。マリヤはその人を園守（そのもり→新共同訳：園丁、聖書協会共同訳：園の番人＝ヨハネ20：15）だと思って、もしあなたがイエスを運び
去ったのだったら、イエスをどこに置いたのか、自分がイエスを運びたいからその場所を教えてほしいとたのんだ。イエスはご自身の天来の声で「マリヤ
よ」と仰せになった（→ヨハネ20：16）。マリヤは、そのなつかしい声の調子をよく知っていたので、すぐに「主よ」と答えて、よろこびのあまり、イエスに
だきつこうとした。するとイエスは、「わたしにさわってはいけない。わたしは、まだ父のみもとに上ってはいないのだから。ただ、わたしの兄弟たちの所
に行って、『わたし、わたしの父またあなたがたの父であって、わたしの神またあなたがたの神であられるかたのみものへ上って行く』と、彼らに伝えな
さい」と仰せになった。(ョハネ20：17)。マリヤはうれしい知らせをもって、大喜びで弟子たちのもとへ急いだ（→ヨハネ20：18）。
➢❶イエスは神が犠牲（いけにえ）を受け入れたもうたことを神の口から聞き、❷天と地の一切の権力を受けるために、すぐに天父のもとへお上りに

なった（→昇天）。
➢天使たちは、雲のようにむらがって神のみ子をかこみ、栄光の王が入りたもうように永遠の門に開けと命じた。❸イエスは神の御前にあって、光り輝

く天使の群れと一緒におられる間も、地上の弟子たちのことを忘れず、再びもどって彼らに能力をさずけるために、その能力を天父から受けたもうた。
❹同じ日にイエスは地上にもどって、弟子たちの前に姿をあらわしたもうた（→ヨハネ20：19～23）。❺イエスは、天父のもとにのぼって能力（→天と
地の一切の権力）を受けたもうたので、こんどは弟子たちがご自分の体にさわるのをおゆるしになった（→ヨハネ20：24～29）。
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過越祭と七週祭(五旬祭)

↓
特別の安息日／大事な日／a high day（ヨハネ１９：３１）
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ヨハネの黙示録 4:01
その後、わたしが見ていると、見よ、開かれた門が天にあった。そして、ラッパが響くようにわたしに語りかけ
るのが聞こえた、あの最初の声が言った。「ここへ上って来い。この後必ず起こることをあなたに示そう。」

come again second coming

ヨハネによる福音書14：03
行ってあなたがたのために場所を用意したら、(必ず)戻って来て、あなたがたをわたしのもとに迎
える。こうして、わたしのいる所に、あなたがたもいることになる。

ヨハネによる福音書14：18
わたしは、あなたがたをみなしごにはしておかない。あなたがたのところに戻って来る。

ヨハネによる福音書14：28
『(父の命により)わたしは去って行くが、また、あなたがたのところへ戻って来る』と言ったのを
あなたがたは聞いた。わたしを愛しているなら、わたしが父のもとに行くのを喜んでくれるはずだ。
父はわたしよりも偉大な方だからである。 

ヨハネの黙示録22：20
以上すべてを証しする方が、言われる。「然り、わたしはすぐに来る。」アーメン、主イエスよ、
来てください Marana,tha 。 Surely(必ず)I come quickly.
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聖書暦の一週間
聖書暦の一週間は、太陽暦のように「月、火、水、木、金、土、日」という名称を使いません。
第一の日：ヨム・リション（日曜日）、第二の日：ヨム・シェニー（月曜日）、第三の日：ヨム・シルシー（火曜日）、
第四の日：ヨム・レヴィー（水曜日）、第五の日：ヨム・ハミシー（木曜日）、第六の日：ヨム・シシー（金曜日）、
第七の日：ヨム・シャバット（土曜日）＝安息日。「ヨム」は「日」を意味する。
イスラエルでは、金曜日の日没後から安息日が始まり、その時間から翌日土曜日の日没までが「休日」となります。

誤
解
の
記
述

大浦天主堂（国宝）
 日本之聖母像 →

↑
 誤解を生む記述

巷の誤った情報(例)

2024.12.03現在

https://eco.mtk.nao.ac.jp/koyomi/wiki/CDD7C1C72F1BDB5B4D6A4C8A4CFA1A92FB0C2C2A9C6FC.html
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